
"草 原 の 輝 き "

湯川博士のノーベル賞の影響で東大理学部の物

理の人気が急騰 しその反動か化学の入試倍率が落

ちた事,ま た入試科目に数学が無 くて語学偏重で

あったことが幸いし,や っと化学に入学できたの

は昭和24年の事だった。

入って早々活動家の上級生にきかされたのは,

秋には人民政府が出来るから化学実験の単位をと

っても無意味とのことであった。

学生時代は三鷹事件,朝鮮戦争 (そ の頃やっと

ビールが自由販売になった)と 南原総長の全面講

和論争と騒がしく,人民政府は出来ぬまま単位も

有効で,長崎の残留放射能の分析を卒論に卒業す

るとす ぐメーデー事件に会う。研究室ではビキニ

の灰の放射能分析に明け暮れ,30年 に助手にして

頂いたが落ち着かず,辞表を書 くこと四度,辞職

して 1万 円前後の退職金を頂 くこと二度,外国放

浪後,蝿のように追っても追っても戻って来ると

言われながら新設の無機合成化学講座に着任 した

のが38年であった。その後は26年間東大で万博 ,

大学粉争に続いて石油ショック, ロッキード, リ

クルー トと昭和の終るまで多 くの出来事を経験す

る事になる。中でも安田講堂攻防とアポロ月面着

陸では教室中用務員室のテレビの前に釘づけにな

った記憶がある。しかし60年安保の熱気と"挫折 "

だけは外国の新聞で見ただけなので残念ながら他

人事の様で親身に感じられない。

仕事に使った器具,機械も大変な進歩で手動計

算機が電動,つ いで電子化する。大形計算機の発

達は限りがなく出力の紙は実験室に溢れる様にな

り,美濃紙に “一身上の都合により…… "と 毛筆

で書いていた私もワープロ無 しでは書類一つつ く

れなくなった。

1950-60年 頃研究生活を過ごしたヨーロッパを

再訪 して見ると一緒に実験をやった友人は教授に

佐佐木 行 美 (化学教室)

なっているが,そ この大学は紛争を経験 した後 ,

ラジカルな学制改革を経て民主化が進み産学共同

の進展とともによい意味でも悪い意味でも東大同

様昔のアカデ ミックな雰囲気を失ってきた事が感

じられる。一般にヨーロッパの大学の研究室での

日常の話題も専門テーマを離れると駄酒落か以前

はタブーだった車の話や税金の話で,昔の
は
知的 "

な雰囲気は薄 らいだ感がある。

ウィーンの友人はこれはビー トルズか ら始まっ

た悪民主化現象だと憤慨するが別に彼等が悪いわ

けではあるまい。確かにアカデ ミーの委員会でコ

ミックスを読んだリビー トルズに倣って
はベー ト

ベンは詩がよいね "と とぼけたりするのは古い権

威を嘲笑する下克上的痛快さはあっても,ど こで

もそれを形だけ模倣 し真剣な議論から逃避 しよう

とする知的怠惰の弊害は計り知れないであろう。

では
《
本学 "の学生はどうであろうか。

この26年間研究室や教室で出会う学生は学校群

制度による変化,団塊の世代,共通一次を経てつ

いには新人類と変わったが,一貫 して私に東大に

いる幸福感を与えて くれたのは,彼 ら学生の持つ

一種の余裕とも言 うべき風格であった。

研究室には漫画本に混 じって読めない外国語の

不思議な図書 (中世教会スラブ語 ? ウェールズ

語 ?), どこから見つけて来たのかをいぶかる様

な仏教説話文学書,ルネサンスの詩集又突然法相

宗の教義書等が常に見いだされる。

受験戦争の勝利者らしく理化学,動物学,生理

学,哲学,歴史,文学,音楽,何についての話題

でも水を向ければ誰かが口をはさむ。この様に老

人相手のうまい学生とつき合っていると孤独を感

じる暇も無 く,又困ったことに新聞が騒ぎ立てる

日本の教育の危機も忘れてしまう事になる。

アラン・ ブルームが最近有名になった
ま
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